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平 成 21 年 度 第 ２ 次 新 ま ち づ く り 計 画 事 業 進 行 調 書 （ そ の １ ）

計画体系コード 4-2-3 事業名 定山渓地区生ごみ堆肥化推進事業

担 当 環境局環境事業部ごみ減量推進課　　林　　　℡　211-2928

全　　体　　計　　画

事

業

内

容

＜年 度 別 の 事 業 内 容＞
【平成19年度】
・バイオマスタウン構想の策定
・市民への普及啓発

【平成20年度～平成22年度】
・生ごみ堆肥活用拡大に向けた調査・検証
・市民への普及啓発

温泉街である定山渓地区の生ごみの減量・資源化の推進とこれに
よる健康保養温泉地としての魅力度向上を目的に、ホテル・旅館
等から排出される生ごみの堆肥化から、これを使用した農産物の
生産・消費までを同一地域内で行う、生ごみの「地域内循環」の確
立を目指し、地元住民・地元団体と合意形成を図りながら、同地区
の「バイオマスタウン構想」を策定し、当該構想に基づき、民間事
業者の堆肥化施設整備のサポートや生ごみ堆肥の活用拡大な
ど、同地域の恒常的な地域内循環の確立に向けて取り組む。

平 成 19 年 度 事 業 内 容 （ 決 算 ） 平 成 20 年 度 事 業 内 容 　（ 決 算 ）
定山渓地区における恒常的な生ごみの地域内循環の確立を目指
すため、同地区への堆肥化施設の整備に向けて、バイオマスタウ
ン構想を策定した。
また、本事業をＰＲするため、イベント「エコ収穫祭」やホテル・旅館
等における「エコ野菜フェア」を実施したほか、同地区で開催され
る各種イベント（森林スポーツフェスタ、湯のにぎわいフェア、八剣
山さくらんぼまつり）に参加し、普及啓発を図った。

札幌市定山渓地域バイオマスタウン構想を実現させるために、同
地域への生ごみ堆肥化施設の整備を民設民営で進めるべく民間
事業者との調整を行ったほか、地域バイオマス利活用交付金の利
用に係る事務手続き等を行った。燃料や建設資材の高騰及び世
界的な金融危機の影響を受けて、当初の事業計画を見直した。
北海道立中央農業試験場に生ごみ堆肥の施用効果に関する委託
試験を実施した。堆肥1ｔあたり窒素量で5kg程度の肥料効果が確
認され、生ごみ堆肥を施用することで化学肥料の施用量を減らす
ことができた。
本事業をＰＲするため、イベント「エコ収穫祭」やホテル・旅館等に
おける「エコ野菜フェア」を実施したほか、同地区で開催される各
種イベント（森林スポーツフェスタ、湯のにぎわいフェア、八剣山さ
くらんぼまつり）に参加し、普及啓発を図った。

事

業

内

容

・

量

・

場

所

･

規

模

・

件

数

等

平 成 21 年 度 事 業 内 容 （ 予 算 ） 平 成 22 年 度 事 業 内 容 　（ 予 算 ）
札幌市定山渓地域バイオマスタウン構想を実現させるために、同
地域への生ごみ堆肥化施設の整備を民設民営で進めるべく民間
事業者との調整を行うほか、地域バイオマス利活用交付金の利用
に係る事務手続き等を行う。
北海道立中央農業試験場に生ごみ堆肥の施用効果に関する委
託試験を実施する。
生ごみ堆肥の活用拡大に向けて、農家や農業協同組合、堆肥化
事業者などで構成する「札幌市定山渓地域バイオマスタウン推進
協議会」を設立し、バイオマスタウン構想の実現に向けた取り組み
を進める。
本事業をＰＲするため、イベントを開催するほか、同地区で開催さ
れる各種イベントに参加し、普及啓発を図る。



様　式　イ

22年度末
(目　　標)

18年度末
(現　　状)

19年度末
(実　　績)

20年度末
(実　　績)

21年度末
(予　　定)

達　成　目　標　の　状　況

項　　　　　　目
22年度末
(予　　定)

[定山渓地区生ごみ堆肥化推進事業]参加事業者の生
ごみ分別量

1.6ｔ/日 1.9ｔ/日 1.8ｔ/日

堆肥の使用量 20t 140t 173t

1.8ｔ/日 1.8ｔ/日 3.2ｔ/日

173t 173t 160t

今   後   の   事  業  の  予  定  ・ 方  向
平成19年度に策定された「バイオマスタウン構想」に基づき、民間事業者の堆肥化施設の整備に向けてサポートを行うとともに、同地区の生
ごみ地域内循環の確立に欠かせない、「生ごみ堆肥活用拡大に向けた調査・検証」に取り組んでいく。

延べ73名の市民・事業者の参加を得て、地域の合意の基に「定山渓
地域バイオマスタウン構想」を策定した。平成19年度は597トン、平成
20年度は570トンの生ごみが堆肥化され、同地域の農家が本事業の
生ごみ堆肥を活用して農作物を生産した。生産した農作物は、同地
域で開催するＰＲイベント「エコ収穫祭」において市民に提供されたほ
か、同地域ののホテル・旅館において食材として活用された。
堆肥活用農家数や堆肥の活用量は平成18年度のモデル事業実施
時より、拡大しているが、今後、更なる生ごみ堆肥の活用拡大に向け
て取り組むため、農協や農業試験場、農業団体などの関係機関等と
調整を図った。農業試験場においては、生ごみ堆肥の施用効果につ
いて科学的な検証を行い、今後の生ごみ資源の地域内循環を進め
る上で重要なデータを得ることができた。
本事業の実現のために核となる生ごみ堆肥化施設の整備について
は、地域バイオマス利活用交付金を活用して平成22年度に民設民
営により行われる運びとした。
本事業に対する市民・事業者の理解を深めるため、定山渓地区にお
いて開催されたイベントに参加し、多くの市民・事業者にＰＲを図るこ
とができた。

■市民・企業等が参加しやすい環境づくり
地元住民団体や地元観光団体などで構成される「定山渓地区まちづくり協議会」において当該事業を推進している。

評    価　（　成　果　） 課    題

計画体系コード 4-2-3

市 民 ・ 企 業 等 と の 協 働 の 状 況 （ 市 民 ・ 企 業 等 の 参 加 、 支 援 、 協 力 の 状 況 ）

事業名 定山渓地区生ごみ堆肥化推進事業

地区内での食循環ネットワーク確立のため、生ごみ堆肥の活用の拡
大に向けた調査・検討、生ごみ堆肥を活用した農産物の市民への普
及啓発、生ごみ堆肥化施設の整備や計画的な安定運営。

 [その他の協力]地元のホテル・旅館等は、当該事業の推進に欠かせない生ごみの分別収集に自主的に取り組んでいる。また、地元農家も
当該事業の生ごみ堆肥の活用に自主的に参加している。本事業の核となる堆肥化施設の整備については民設民営で行う計画である。

■市民との連携、市民参加
「定山渓地区まちづくり協議会」を４回実施し、延べ73名の市民・事業者の参加得て、住民合意の基に「定山渓地域バイオマスタウン構想」
を策定した。

■企業等との連携・協働

平 成 21 年 度 第 ２ 次 新 ま ち づ く り 計 画 事 業 進 行 調 書 （ そ の ２ ）
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平 成 21 年 度 第 ２ 次 新 ま ち づ く り 計 画 事 業 進 行 調 書 （ そ の ３ ） （単位：千円）

計画体系コード 定山渓地区生ごみ堆肥化推進事業4-2-3 事業名

－

　（H19実績事業費＋H20実績事業費＋H21予算事業費） ／ （計画事業費） 193.0%
997 1,881 2,878

3,876

0

998 998
1,995 1,881 －

13,440
－1,400 37,323 15,420

0 0 0

0
700 3,000

5,680

48,463
0 0 0 0

10,000
700

1,400 3,000 3,000 2,600
700

0
そ の 他
一 般 財 源 3,000 2,600 9,300

事　　業　　費　　の　　推　　移
項  目 19年度 20年度 21年度 22年度 計

計　画

事 業 費

市 債
そ の 他

財
源
内
訳

国 ･ 道 支 出 金
市 債

一 般 財 源

予　算

事 業 費

国 ･ 道 支 出 金

事 業 費
3,000

財
源
内
訳

財
源
内
訳

国 ･ 道 支 出 金
市 債

700 34,323

0 0

700

《全体》
[19年度]
バイオマスタウン構想策定に係る委託業務の委託料の増
[20年度]
世界的な経済環境の変化に対応するため堆肥化施設整備計画を見直し施設整備等を1年間先送りしたことに伴う地域バイオマス利活用交
付金の変更（交付金は、本市を経由して、堆肥化施設を整備する民間事業者へ交付される）《全体》
[21年度]
「生ごみ堆肥化推進協議会（仮称）」を「札幌市定山渓地域バイオマスタウン構想推進協議会」とし、平成21年4月に設立する。

計　画　と　の　差　異  (　予　算　・　実　績　・　事　業　内　容　・　規　模　・　時　期　等　)

一 般 財 源
00

実　績

事　業　費　の　進　捗　率

54,143

0

0

そ の 他
1,980

0


